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はじめに

筆者がサティア（仮名）と出会ったのは、2007
年 8 月のことだった。筆者は当時、シエラレオネ
の首都フリータウンの郊外にある同国唯一の精神
科病院で入院患者に対する面接調査を実施してい
た。その調査協力者（被面接者）のなかにいたの
が彼女だった。

サティアは、20代後半から幻聴に悩まされるよ
うになり、やがてブツブツと独り言を言ったり、
昼夜を問わず家から突如飛び出したりするといっ
た、周囲の人びとからみて奇異な言動をし始める。
そして、そうした彼女のことを心配した家族によ
って精神科病院に連れてこられ、半ば強制的に入
院をさせられた。彼女の母親の話によれば、サテ
ィアが精神科病院に初めて入院をしたのは彼女が
29歳のときであり、その際に家族に告げられた病
名は「統合失調症」であったという。以後、サテ
ィアは入退院を繰り返すようになり、筆者が2007
年 8 月に精神科病院でサティアと初めて会ったと
き、彼女は 3 度目の入院生活を送っているところ
だった。しかし、その 3 度目の入院生活はそれま
で以上に長期化しており、すでに 5 年目を迎えて
いた。彼女の年齢も40歳に達していた。

筆者は、このサティアとの最初の出会い以来、
毎年のように同病院を訪問しては彼女と面会をし
た。サティアはやがて相当程度に寛解し、医師に
も退院を促されたが、筆者が病院を毎年訪れるた
び、彼女はいつもそこにいた。サティアが寛解し

たにもかかわらず院外で生活できずにいるのは、
家族が彼女の引き取りに難色を示しているためだ
った。そうしたいわゆる「社会的入院」を続ける
サティアは、少なくとも筆者の眼には、ただただ
時間を持て余しているようにみえた。そこで筆者
は、あるとき彼女に次のようなひとつの提案をし
てみた、「自分のライフヒストリーを書いてみま
せんか」。

彼女は、その筆者の提案を聞いて快諾をしてく
れた。そして、数カ月間をかけて、幼少期から精
神科病院への入院にいたるまでの彼女の半生を
ノートブックに詳細に書き記してくれた。その分
量は、シエラレオネで市販されている学習用ノー
トブックで 8 冊にも及んだ。そこには、子ども時
代の学校での勉強や試験、友人関係、家族関係、
恋愛、出産、仕事といったさまざまな物事や出来
事が、彼女の本名ではなく「サティア（Satia）」
という仮名の女性の物語として、シンプルな文体
ではあるが、しかし生き生きと描かれていた。そ
して、そのなかでもっとも多くの紙幅を割いて記
述されていたのが、ブンドゥー結社（Bondo
Society）と呼ばれる女性結社と、女性性器切除

（female genital mutilation/cutting: FGM/C) 1 )を
含む同結社への一連の加入儀式（イニシエーショ
ン）というテーマであった。

本稿の目的は、精神障害とともに生きるひとり
のシエラレオネ人女性サティアが自らの半生を振
り返って綴った自伝的な物語のなかから、ブンド
ゥー結社とイニシエーションに関する部分のみを



訳出するとともに、そのよりよい理解を醸成する
ための解説を試みることにある2 )。

本稿は以下、主に 3 章で構成される。第 1 章と
第 2 章では、後述される「サティアの物語」を読
むにあたって事前に把握しておくことが有用と思
われる、アフリカ、特にシエラレオネの FGM/C
の現状と同国におけるブンドゥー結社の概要につ
いてそれぞれ整理する。そしてその上で、第 3 章
において「サティアの物語」を訳出する。

1 FGM/Cの現状

(1)FGM/C廃絶の動きを加速させる国際社会と
アフリカ

FGM/C は、アフリカや中東などの一部の社会
において古くから行われてきた営為である。しか
し、アフリカに関していえば、20世紀に入ると
ヨーロッパ列強による植民地支配下において、
FGM/C の廃絶が主にキリスト教宣教師らによっ
て唱えられるようになる。そうした宣教師による
植民地期の FGM/C 廃絶運動として特によく知ら
れているのは、ケニアの事例であろう。

英領ケニア植民地では、20世紀初頭からスコッ
トランド教会ミッション（Church of Scotland
Mission）の宣教師が中心となり、教会での説教
などを通じて FGM/C を公然と非難するようにな
った。そして、1929年には FGM/C 禁止キャン
ペーンが教会関係者によって正式に開始され、以
後それはケニア植民地政府ばかりかイギリス本国
をも巻き込む形で大々的に展開されるようになる。
これに対して、FGM/C を自らの伝統文化の一部
とみなし、その擁護を謳うキクユ（Kikuyu）と
いう民族集団の人びとが猛反発し、「女性割礼論
争」といわれる、死傷者を出すほどの激しい対立
へと発展した[土井 1986; プレスリー 1999: 134-
140; 額田 2007]。しかし、ケニア植民地では結
局、切除する女性器の部分をクリトリス（陰核）
のみに限定するといった条令が制定されたりはし
たものの、FGM/C 自体が全面的に非合法化され
るということはなかった。

1920年代から1950年代にかけてのアフリカでは、
こうしたケニア植民地のほかにも、たとえばエジ

プトやスーダンにおいて、医療従事者が FGM/C
実施に反対したり、政府がそれを法的に規制した
りする動きがみられた[UNICEF 2014: 10]。しか
し、そうしたFGM/C実施に反対する動きは、ア
フリカの植民地の多くが独立を達成する1960年代
までは総じて限定的なものでしかなかったといえ
る。

ところが、1970年代後半になると、国際機関の
関係者や欧米のフェミニストなどの間で FGM/C へ
の関心が高まり、その廃絶を求める動きが本格化
する。たとえば、1979年 2 月には、「女性と子ども
の健康に影響を与える伝統的実践」というセミナー
が、世界保健機関（World Health Organization:
WHO）の主宰のもとスーダンのハルツームで開
催され、その席上、エチオピア、ケニア、スーダ
ン、エジプトといったアフリカ諸国の FGM/C に
関する複数の報告が行われた。このハルツーム・
セミナーでは、アフリカ・中東諸国から集まった
医療従事者や政府関係者の間で FGM/C に関する
情報が広く共有され、いくつかの重要な勧告が採
択されている[ホスケン 1993: 10-11]。また同年、
フラン・ホスケンというウィーン生まれのフェミ
ニストが、FGM/C に関する包括的な文献として
は世界初のものとなる『ホスケン・レポート』を
上梓した[ホスケン 1993; UNICEF 2013: 10]。
FGM/C の存在自体は、植民地時代から非アフリ
カ・中東圏の人びとにもある程度知られていたが、
このように1970年代後半になると、それはもはや
アフリカや中東におけるローカルなイシューでは
なくなり、国際的なアジェンダのひとつとして広
く注目されるようになる。そしてそれ以降、
FGM/C 廃絶に向けた動きが、複雑な対立や葛藤
を孕みながらも、アフリカ・中東地域の内外で広
範に展開され始める。

本稿では、そうした FGM/C 廃絶運動のこれま
での軌跡やそれと密接に連関しつつ展開されてき
た FGM/C 研究の歴史については、紙幅の関係で
詳述しない3 )。しかしここで指摘しておきたいの
は、その後1980年代から1990年代、そして2000年
代にかけて、さまざまな国際会議の場や国際メデ
ィアなどを通じて共有・醸成されてきた FGM/C
廃絶に向けたグローバルな潮流が、近年、その勢
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いをさらに加速させつつある、という点である。
たとえば2008年には、10の国連機関が『女性性器
切除を根絶する』[WHO 2008]と題する共同声明
を発表している。また同年、「変化を加速させる」
をスローガンとした10年間の FGM/C 廃絶プログ
ラムが､ 国連人口基金 (United Nations Population
Fund: UNFPA）と国連児童基金（United Nations
Children’s Fund: UNICEF）の共同事業として開
始された。同プログラムでは、2008年から2013年
までの前半 5 年間（フェーズⅠ）に、FGM/C 根
絶のための啓発活動といった諸プロジェクトがア
フリカの15カ国において実施されたという
[UNFPA and UNICEF 2014]。さらに、2012年12
月には国連総会において、FGM/C 廃絶のための
グローバルな努力の推進を謳った決議（A/RES/
67/146）が初めて採択され、2014年12月にも同様
の国連総会決議（A/RES/69/150）が採択されて
いる。このように、少なくとも国際社会のレベル
では今日、FGM/C は紛れもなく女性への暴力で
あり、また、明らかな人権侵害であるとみなされ、
その廃絶がほぼ反論の余地のないほど完全に国際
規範化しているのである。

こうした FGM/C 廃絶の動きは、しかし、けっ
して国際社会のレベルにとどまらない。FGM/C
を規制する条令などが植民地時代に定められたケ
ニアやスーダン、そして、独立直後の1960年代と
いう早い時期に FGM/C 規制法が制定されたギニ
アや中央アフリカ共和国などを除けば、少なくと
も1990年代前半まで、大半のアフリカ諸国では
FGM/C はなんら法的に規制されていなかった。
ところが、1990年代後半以降、その規制内容や処
罰対象こそ異なるものの、FGM/C をなんらかの
形で規制する法令が多くのアフリカ諸国において
制定されるようになった。たとえば、ブルキナフ
ァソでは1996年、FGM/C が非合法化され、その
施術者だけではなく、FGM/C 実施の事実を知り
ながらそれを通報しなかった者にも罰金刑を科す
という法律が制定された。また、モーリタニアで
は2005年、政府系医療施設で FGM/C を施術した
り、医療従事者が FGM/C に関与したりすること
を禁止する法律が成立している。さらにケニアで
は、2001年子ども法（Children Act, 2001）によ

ってまず18歳未満の未成年者に FGM/C を受けさ
せることが法的に禁じられ、次いで2011年女性性
器 切 除 禁 止 法（Prohibition of Female Genital
Mutilation Act, 2011）によってその適用範囲が成
人女性にまで拡大された。このように1990年代後
半以降、アフリカ諸国では、国際社会における廃
絶運動に強く影響される形で、FGM/C を禁止あ
るいはなんらかの形で規制する法令の導入が急速
に進んだ。この結果、FGM/C 関連規制法令を全
国あるいは州レベルですでに制定しているアフリ
カ諸国の数は今日、前述したギニアやケニアなど
の諸国に加えて、ベナン、チャド、コートジボ
ワール、ジブチ、エリトリア、エチオピア、ガー
ナ、ギニアビサウ、ナイジェリア、ウガンダ、タ
ンザニア、ザンビア、南アフリカなど、少なくと
も24カ国に達している[UNICEF 2014: 8-9]。

このように、国際社会のレベルにおいてまず
FGM/C 廃絶の動きが強まり、次いでそれに呼応
する形でアフリカ諸国において法的規制の強化が
図られるようになった。しかしその一方、FGM/C
は、それがすでに非合法化されている国を含む多
くのアフリカ諸国において、いまなお広範に営ま
れ続けている。

図 1 は、UNICEF が2013年に発表した報告書
をもとに、FGM/C がある程度集中的に実施され
ているアフリカ27カ国の FGM/C 実施率を示した
ものである[UNICEF 2013]。FGM/C 実施率は通
常、ひとつの国のなかでも地域や民族集団によっ
て大きく異なるため、そうした国内的な差異を捨
象した同図の取り扱いについては若干の注意が必
要だが、少なくともそこからはアフリカにおける
FGM/C 実施の大まかな傾向といったものを看取
することはできよう。

図 1 にあるとおり、15-49歳の女性の FGM/C
実施率が 90% を超えていると推定されるアフリ
カの国は、ソマリア（98%）、ギニア（96%）、ジ
ブチ（93%）、エジプト（91%）の 4 カ国であり、
それにマリ（89%）、スーダン（88%）、ガンビア

（76%）、ブルキナファソ（76%）、エチオピア
（74%）といった国々が続いている。そして、そ
うした諸国とともに FGM/C 実施率がいまなお極
めて高い国のひとつと推定されているのが、サテ
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ィアが生まれ、育ち、暮らしてきた国シエラレオ
ネにほかならない。

(2)シエラレオネにおける FGM/C
①実 施 率

シエラレオネに限らず、アフリカ・中東諸国な
どの FGM/C に関する全国レベルの統計データは、
アメリカ国際開発庁（United States Agency for
International Development: USAID）の支援のも
とで発展途上国において定期的に実施されてきた

「人口保健調査（Demographic and Health Survey:
DHS）」と、UNICEF が開発して各国で定期的に
実施している「複数指標クラスター調査（Multiple
Indicator Cluster Survey: MICS）」の 2 種類の調
査からこれまで主に収集されてきた[UNICEF

2013: 4]。そして、シエラレオネでは近年、DHS
は2008年と2013年に、MICS は2005年と2010年に
それぞれ実施されており、したがって同国の
FGM/C に関する入手可能な全国レベルの最新
データは2013年の DHS のものということにな
る4 )。

シエラレオネにおける15-49歳の女性の FGM/C
実施率は、2008年には 91.3% であったが、2010年
には 88.3%、2013年には 89.6% と微減傾向を示し
て い る [2008 SLDHS: 256; 2010 SLMICS: 109;
2013 SLDHS: 301]。とはいえ、シエラレオネは今
日なお、FGM/C 実施率がアフリカ諸国のなかで
ももっとも高い国のひとつである。

シエラレオネには、テムネ（Temne）、メンデ
（Mende）、リンバ（Limba）といった少なくとも
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図 1 アフリカにおける FGM/C実施率
出所）UNICEF [2013: 26]をもとに筆者作成。
注）本図は、15-49歳の女性を対象にした FGM/C 実施率を図示したものである。



17の民族集団がいるといわれているが、FGM/C
は、クリオ（Krio）やクル（Kru）と呼ばれる人
びとを除くほとんどすべての民族集団において行
われている[28 Too Many 2014: 23-29]。このため、
シエラレオネの FGM/C 実施率には、他のアフリ
カ諸国でみられるほどの大きな地域的差異は存在
しないが、それでも若干の地域差がみられる。

ところで、シエラレオネは、行政区分でいえば、
首都を含む西部地域（Western Area）とその後
背地ともいうべきプロヴィンス（Provinces）に
大別され､後者がさらに北部州(NorthernProvince）、
南部州（Southern Province）、東部州（Eastern
Province）の 3 州にわけられる。そして、それら
の下位に県（district）という行政区分が置かれ
ている。具体的には、西部地域に 2 つ、北部州に
5 つ、南部州に 4 つ、東部州に 3 つの県がそれぞ
れ設けられている（図 2 参照）。

図 3は、そうしたシエラレオネの県別の FGM/C
実施率を図示したものである。北部州 5 県の
FGM/C 実施率がすべて 95% 以上と極めて高い
のに対して、クリオが多く居住する西部地域は 2
県とも全国平均を下回っており、北部州と西部地
域の間にはある程度の地域差のあることがわかる。

他方、図 4 は、シエラレオネの FGM/C 実施率
を年齢・宗教・教育水準・居住環境別に示したも
のである。年齢別でいえば、30代以上の女性では
いずれの年齢集団においても FGM/C 実施率は
95% 以上であるのに対して、20代後半は 93.2%、
20代前半は 87.5% と微減し、10代後半になると
74.3% へと大きく低下する。無論、こうした若年
層、特に10代後半の女性については、これから
FGM/C を経験する可能性があることは否定でき
ない。しかしその一方で、後述するとおり、シエ
ラレオネでは約 70% の女性が15歳になる前に
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図 2 シエラレオネの行政区分
出所）筆者作成。



FGM/C を受けており、そうした点を勘案すると、
10代後半の実施率が30代以上の層よりも20ポイン
ト近くも低いとすれば、それは、シエラレオネに
おける FGM/C の実施が将来的に減少していく可
能性を強く示唆するものと解釈できよう。

このほか、ムスリムの女性の方がクリスチャン
よりも、教育水準の低い女性の方がそれが高い女
性よりも、そして、地方部に居住する女性の方が
都市部の女性よりも、FGM/C 実施率はそれぞれ
高い傾向を示している。

②実施年齢
図 5 は、シエラレオネの女性が FGM/C を施術

された年齢を図示したものである。同図にあると
おり、10-14歳の時期に FGM/C を受けたという
女性が 40.2% ともっとも多かった。これに対して、
10歳未満で FGM/C を受けたという女性も 29.4%
いた。両者を合わせると、シエラレオネの FGM/C
経験者の約 7 割は15歳になる前に性器切除の施術
を受けたということになる。

なお、2006年に南部州のボー県（Bo District）

と北部州のボンバリ県（Bombali District）で258
名の女性（10-49歳）を対象に実施されたある調
査でも、10-14歳の間に FGM/C を施術されたと
回答した者が112名（43.4%）おり、10歳未満で施
術された者も69名（26.7%）いた[Bjälkander et
al. 2012b: 326]。同調査による FGM/C 経験年齢
の分布は、2013年実施の DHS にもとづく図 5 の
それと傾向がほぼ一致している。

③タ イ プ
FGM/C の種類については、WHO による分類

法（2007年改訂）が今日もっとも一般的であろう
[WHO 2008: 23-24]｡ WHO の分類では､ FGM/C
はまず、タイプⅠ（クリトリデクトミー）、タイ
プⅡ（エクシジョン）、タイプⅢ（インフィビュ
レーション）、タイプⅣ（分類不能）の 4 種類に
大別される。そしてその上で、タイプⅠ～Ⅲにつ
いては、さらなる下位分類がそれぞれに設けられ
ている（表 1 参照）。

図 6 は、2010年10月から2012年 5 月までの間に
シエラレオネの複数の医療機関で実施された、
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図 3 シエラレオネにおける FGM/C実施率（県別）
出所）2013 SLDHS, p. 301 をもとに筆者作成。
注）本図は、15-49歳の女性を対象にした FGM/C 実施率を図示したものである。



FGM/C のタイプに関する調査の結果を図示した
ものである。調査者の視認によって性器切除の有
無やそのタイプを確認した同調査では、554名の
調査対象女性のうち451名に FGM/C が認められ、

そのうち、タイプⅡb（クリトリスと小陰唇の両
方の一部あるいは全部を切除するタイプ）が289
名（64.1%）おり、もっとも多かった。次いで、
タイプⅠb（クリトリスと包皮の両方を切除する
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図 4 シエラレオネにおける FGM/C実施率（年齢・宗教・教育水準・
居住環境別）

出所）2013 SLDHS, p. 301 をもとに筆者作成。
注）本図は、15-49歳の女性を対象にした FGM/C 実施率を図示したものである。

図 5 FGM/Cを受けた年齢
出所）2013 SLDHS, p. 302 をもとに筆者作成。



タイプ）が143名（31.7%）、タイプⅡc（クリトリ
ス、小陰唇、大陰唇すべての一部あるいは全部を
切除するタイプ）が19名（4.2%）いた[Bjälkander
et al. 2013: 8]。

このようにシエラレオネの FGM/C の場合、ク
リトリス（包皮を含む）や小陰唇を切除するタイ
プのものが大半であり、性器開口部を縫合して部
分的に封鎖したり、大陰唇を切除したりするケー
スはほとんどみられないことがわかる。

④施術者と医療化
図 7 は、シエラレオネにおける FGM/C 施術者

の種類別割合を示したものである。
一部のアフリカ諸国では、医師、看護師、助産

師といった医療従事者が性器切除を行う、いわゆ
る「医療化」が進展してきた。そうした医療化傾
向がもっとも顕著なのはエジプトであり、同国で
は、FGM/C の 77% が医療従事者によって施術
されているという[UNICEF 2013: 43-45]。

これに対して、図 7 にあるとおり、シエラレオ
ネでは医療化傾向はほとんどみられず、FGM/C
の 95.5% が伝統的施術者によって行われている。
そして、そうした伝統的施術者の大半を占めるの
が、後述するブンドゥー結社の切除者にほかなら
ない。

なお、図 7 では「不明」と回答した者が 4.2%
みられるが、これは、乳幼児期に性器切除を受け
たために本人が施術者を記憶していないケースの
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表 1 WHOによる女性性器切除の分類（2007年改訂）

出所）WHO [2008: 24]をもとに筆者作成。

図 6 FGM/Cのタイプ
出所）Bjälkander et al. [2013: 8]をもとに筆者作成。



あることが一因と考えられる[2008 SLDHS: 258]

⑤意思決定者
図 8 は、性器切除経験のある10-20歳の女性189

名を対象として2009年11月から2010年 1 月までの
間にシエラレオネ北部州で実施された、FGM/C
実施の意思決定者に関する調査の結果を図示した
ものである。同図にあるとおり、FGM/C 実施の
意思決定者として「父親」を挙げた女性が54名

（28.6%）ともっとも多く、次いで「母親」と回答
した者が51名（27%）、「祖母」が39名（20.6%）、

「おば」が29名（15.3%）であった。「母親」「祖
母」「おば」といった女性アクター全体を合算す
れば、女性が意思決定をしたケースは 65.1% にの
ぼり、やはり FGM/C 実施については女性側の認
識や判断が重要であることがわかる。しかしその
一方、父親が娘の FGM/C 実施を単独で意思決定

しているケースも 3 割近くあり、シエラレオネの
FGM/C では、「母親」「祖母」「おば」という 3
種類の女性アクターに加えて「父親」の存在がそ
の意思決定において重要な役割を果たしていると
いえる[Bjälkander 2012a: 124; Bjälkander 2013:
34]。

⑥意 識
図 9 は、15-49歳の男女を対象に実施した、

FGM/C に関する意識調査の結果を示したもので
ある。FGM/C を宗教的に必要なものと考える者
の割合は、男性が 47% であるのに対して女性は
55.6% であり、女性の方が FGM/C を必要とみな
す傾向が強いことがわかる。このように女性の
FGM/C 支持率の方が男性よりも高いというのは
けっしてめずらしいことではなく、同様の傾向は、
ギニア、マリ、エリトリアといった他のアフリカ
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図 7 FGM/Cの施術者
出所）2008 SLDHS, p. 258 をもとに筆者作成。
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図 8 FGM/C実施の意思決定者
出所）Bjälkander et al. [2012a: 124], Bjälkander [2013: 34]をもとに筆者

作成。



諸国でもみられる[UNICEF 2013: 62]。
また、FGM/C に関する意識を年齢別にみてみ

ると、45-49歳のシエラレオネ人女性の 61.6% が
FGM/C を宗教的に必要なものと考えているのに
対して、15-19歳の女性ではその割合は 50.4% に
まで低下する。このように世代が若くなるにした
がって FGM/C 支持率が低下する傾向は、男性の
場合にも認められ、そうしたことを勘案すると、
シエラレオネにおける FGM/C の実施はやはり今
後次第に減少していくものと推測される。

⑦廃絶運動と法規制
これまでシエラレオネでは、医療従事者や NGO

関係者などによって FGM/C 反対が唱えられたこ
とはあるが、女性性器切除に対する法規制が本格
的に導入されたことはない。

シエラレオネにおける FGM/C 廃絶運動のいわ
ば嚆矢といえるのは、ナイジェリア出身の産婦人
科医オラインカ・コソ＝トーマスによる活動であ
ろう。コソ＝トーマスは1987年、シエラレオネに
おける FGM/C の状況とその廃絶に向けた独自の
20年間プランを記した『女性の割礼 根絶のた
めの戦略 』[Koso-Thomas 1987]と題する著
作を公刊している。同書は「シエラレオネという
一地域を対象とした提言であるが、彼女の廃絶計
画は他の地域にも適用できるモデルとして評価」
された[富永 2004: 176]。しかし、当時のシエラ

レオネでは FGM/C 廃絶運動への風当たりが今日
以上に強く、同書は公刊後すぐに政府によって国
内発売禁止処分を受けている[28 Too Many 2014:
55]。

前述のとおり、1990年代後半になるとアフリカ
諸国では、FGM/C への法的規制強化の動きがみ
られるようになるが、シエラレオネでは、1991年
から2002年までの間、大規模な武力紛争が展開さ
れたこともあって、そうした FGM/C 規制のため
の法整備が本格的に議論されるということはなか
った。

しかし、紛争終結後、さまざまな国際機関、外
国政府系援助機関、国際 NGO などが戦後復興や
平和構築のためにシエラレオネに流入するように
なると、同国における FGM/C の慣習とそれに対
する政府の無策が批判され始める。そして、そう
したなかで女性性器切除を法的に規制しようとす
る気運がシエラレオネ政府内部でも一時高まった。
具体的には、シエラレオネでは2007年に子ども権
利法（Child Rights Act, 2007）が制定されたが、
その策定プロセスのなかで、子どもに対する
FGM/C を禁止する条項を同法に盛り込むことが
政府内部で検討された。しかし結局、そうした法
的規制の導入は時期尚早と判断され、FGM/C 禁
止条項が子ども権利法に盛り込まれることはなか
った[Bjälkander 2013: 17]。

この結果、シエラレオネにはいまなお FGM/C
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図 9 FGM/Cを宗教的に必要なものと考える者
出所）2013 SLDHS, p. 303 をもとに筆者作成。



を直接規制する法令は存在しない。しかし、2007
年に成立したシエラレオネの全人民会議（All
People’s Congress）現政権は、それまでのシエラ
レオネ人民党（Sierra Leone People’s Party）政
権と同様、FGM/C を全面的に禁止する法規制の
導入には依然として慎重なものの、その一方で、
18歳未満の未成年者については FGM/C を受けさ
せないことが望ましいという公的立場をすでに表
明している[28 Too Many 2014: 55]。そして、こ
うしたシエラレオネの政府方針もあって2012年10
月には、未成年者に対して FGM/C を施術しない
ことを誓約するという趣旨の覚書が、シエラレオ
ネにある14県のうちの 8 県の施術者代表やチーフ
らの間で調印された。しかし、そうした覚書はあ
くまでも「紳士協定」にすぎず、なんらの法的拘
束力も持たなかったため、FGM/C はその後も未
成年者対象のものも含めてシエラレオネ全国で広
範に実施されてきた5 )。

しかし、そうした状況は、2014年になってまさ
に一変する。その契機となったのが、同年のエボ
ラ出血熱の感染拡大であった。シエラレオネ政府
は2014年11月、エボラ封じ込め対策の一環として
FGM/C の実施を全面的に禁止し、違反者に対し
ては50万レオン（約115米ドル）の罰金を科すと
発表した6 )。こうしてシエラレオネでは、それま
でまったく予想もしていなかったような形で
FGM/C の法的な全面禁止が「実現」したのであ
り、施術者側もエボラ感染を恐れて FGM/C 実施
を自粛するようになった。しかし、そうした
FGM/C に対する政府側の規制や施術者側の自制
は、あくまでもエボラ感染拡大に伴う一時的な現
象であり、けっして恒久的なものではない。した
がって、シエラレオネにおいてエボラ禍が終息し、
日常性が取り戻されれば、FGM/C の禁止という
エボラ対策のための緊急避難的措置は政府によっ
て解除されるであろうし、仮にそれが公式に解除
されない場合であっても、その施術は今後各地で
漸進的に再開されていくものと予想される。

2 ブンドゥー結社の概要

(1)目的と組織
ギニア、シエラレオネ、リベリア、コートジボ

ワールといった西アフリカ諸国に居住する民族集
団のなかには、男性の場合にはポロ結社（Poro
Society）、女性の場合にはサンデ結社（Sande
Society）あるいはブンドゥー結社と呼称される
秘密結社が広範にみられる7 )。秘密結社というと、
たとえばアメリカの白人至上主義団体である
クー・クラックス・クラン（Ku Klux Klan）や世
界的な友愛・社会奉仕団体であるフリーメイスン

（Freemasonry）などがすぐに想起されるかもし
れないが、シエラレオネなどにみられるポロ結社
やブンドゥー結社はそのどちらの組織とも様相を
大きく異にする。男性結社であるポロにせよ、女
性結社であるサンデやブンドゥーにせよ、異性な
どの部外者に対して結社の活動内容を秘匿しなけ
ればならないという点では、たしかにそれらは秘
密結社といえる。しかし、結社の存在自体が社会
的に広く公にされていること、その構成員である
こともほとんど秘匿されていないこと、そして、
何よりもコミュニティの大半が男女いずれかの結
社の構成員になっていることなどを勘案すると、
ポロ結社やブンドゥー結社の秘匿性は必ずしも高
くない。そのため、研究者のなかには、それらを

「秘密結社（secret society）」と呼ぶのは不適当
であるとして、「友愛組織（sodality）」といった
呼称を用いる者もいるという[Fanthorpe 2007: 1]。

ポロ結社やブンドゥー結社の主な目的は、「完
全に社会化された人間の生産」[Fanthorpe 2007:
2]にある。別言すれば、それらの結社は、「社会
的結束のために少年少女を「期待される」ような
コミュニティ構成員へと社会化する組織」[Bosire
2012: 66]といえる。具体的には、少年の場合に
はポロ結社に入り、そこで、動物を捕えるための
罠の仕掛け方、漁網の作り方や漁法、木橋の架け
方、ドラムの叩き方、ポロ歌の歌い方、アクロバ
ティックなダンス法、家庭やコミュニティにおけ
る男性としての役割や倫理といった諸事項を学ぶ。
これに対して少女は、ブンドゥー結社への加入儀
式を通じて、年長者への接し方、結婚後の夫とそ
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の親族との人間関係の築き方、料理や掃除といっ
た家事の仕方、育児方法、ブンドゥー歌の歌い方
などについて学ぶことになる。どちらの結社の場
合も、そのイニシエーションのなかには歌やダン
スといったレクリエーショナルで文化的な修業が
含まれるが、その比重は女性結社であるブンド
ゥーの方が総じて高いという[Little 1967: 120-122,
128]。

ブンドゥー結社の長のことを一般にソウェイ
（Sowei）という8 )。ソウェイの下には、リバ
（Ligba）と呼ばれる補佐役やサンパ（Sampa）と
呼ばれるダンサーの長などがおり、そうした幹部
らが他の一般メンバーと協力しつつ結社を運営す
る [Bosire 2012: 67-68]。ブンドゥー結社に加入
できるのは女性だけだが、チーフに限っては、た
とえそれが男性であっても例外的に同結社の名誉
職に就くことがある[Bjälkander 2013: 15]。

ブンドゥーはまた、仮面結社でもある。各結社
は通常、「ソウェイ・マスク（Sowei mask）」あ
るいは「ブンドゥー・マスク（Bondo mask）」と
呼ばれる木製の仮面を複数保有している。そうし
た仮面は、人間の女性の顔や髪型を模して作られ
てはいるものの、ラフィアヤシや布で全身を覆い
隠した女性ダンサーが仮面を頭部にかぶり、「ブ
ンドゥー・ドラム（Bondo drum）」などの楽器に
よる演奏や人びとの歌声に合わせて「ブンド
ゥー・ダンス（Bondo dance）」を激しく踊るとき、
そこには「ブンドゥー・デビル（Bundo devil）」と
呼ばれるような霊が宿るものと考えられている。

ブンドゥー結社は、村や町の周辺に「ブンド
ゥー・ブッシュ（Bondo bush）」と呼称される、
部外者の立ち入りが制限された聖なる森をもつ。
そして、そこには通常、ブンドゥーの諸霊が住ま
うとされる小川や清水があり、そのそばに「ブン
ドゥー・ハウス（Bondo house）」といわれる小
屋が建てられている。そして、こうしたソウェイ、
仮面、ドラム、ダンス、精霊、歌、森、小川、小
屋といった「ブンドゥー結社的なセッティング」
のなかで執り行われるのが、FGM/C を含む同結
社のイニシエーションにほかならない。

(2)イニシエーション
シエラレオネの特に農村部では、女性が10-14

歳頃の年齢に達すると、母親、祖母、おばなどが
そうした適齢期の少女にイニシエーションを受け
させるためのブンドゥー結社を探し始める。通常
はもっとも近隣のブンドゥー結社で少女にイニシ
エーションを受けさせるが、修業内容やソウェイ
などの評判が悪かったり、イニシエーション費用
が不当に高額だったりすると、親類や知人などが
いる遠方のブンドゥー結社に少女を送ることもあ
る。また、家族側ではなくソウェイ側が、適齢期
の少女がいる家庭を個別に訪問し、自分のブンド
ゥー結社で加入儀式を受けさせるようにと勧誘を
することもあるという[Bjälkander 2013: 8]。

ブンドゥー結社のイニシエーションが行われる
シーズンは通常、雨季が終わったのちの11月頃か
ら翌年 5 月頃までの、ほぼ乾季に相当する約 7 カ
月間である。とはいえ、少女がこの全期間にわた
ってブンドゥー結社のイニシエーションを受け続
けるというわけではない。かつてイニシエーショ
ンの期間は数年間にも及んだが、近年では学校教
育や費用負担などの関係もあって、その期間は数
週間程度に大幅に短縮されている。つまり、シエ
ラレオネでは乾季になると、適齢期の少女何人か
が一組となってブンドゥー結社に連れてこられ、
そこで数週間にわたって加入儀式を受けるのであ
り、そうした少女のグループはシーズン中に一組
だけではなく、しばしば五月雨式にやってくるの
である[Bosire 2012: 73]。また、ブンドゥー結社
のイニシエーションはあまり雨季には行われない
が、後述するサティアの場合のように、学校の休
業期間などとの関係で雨季に娘を入社させる親も
いる。

ブンドゥー結社への加入儀式の具体的な内容は
民族集団や結社によって異なるものの、それは大
別して、①ブンドゥー・ブッシュへの招き、②ブ
ンドゥー・ブッシュでの隔離、③FGM/C などの
諸儀礼、④修業、⑤披露のための諸儀式、という
5 つのフェーズから成る[28 TooMany 2014: 21]。
その始まりを告げるのがブンドゥー・ドラムで

ある。入社のために村の広場に集められた少女た
ちは、ブンドゥー・ドラムの演奏が始まると、ソ
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ウェイをはじめとする結社メンバーに伴われて行
進しながら村を去り、聖なるブッシュのなかに入
っていく。そして少女たちは、あらかじめ彼女た
ちの身の回りの世話役に指名されていた結社メン
バーの女性の指示のもと、ブンドゥー・ブッシュ
のなかで数週間にわたって隔離生活を送りながら、
いわば「ブッシュ・スクール（bush school）」の
一連の「カリキュラム」をこなしていくのである。

そうしたブッシュでの生活の初期段階で行われ
るのが FGM/C である。少女たちは、森のなかで
まず目隠しをされ、地面に敷かれたマットなどに
座らされるか寝かされた上で、刃物で性器を切除
される。ソウェイが性器を切除している間、他の
結社メンバーは、少女たちの悲鳴や泣き声がブッ
シュの外に漏れないようにするために、ドラムを
激しく叩き、大きな声でブンドゥー歌を歌い続け
るという[Koso-Thomas 1987: 22]。FGM/C が終
わると、少女たちは森のなかに建てられた小屋に
移され、そこで寝起きをしながら性器の傷口が治
癒するのを待つ。

やがて痛みが和らいで動くことができるように
なると、少女たちは、結社メンバーから歌、ダン
ス、家事や育児の方法などを学び始める。この間、
少女たちはブッシュの外に出ることは許されない
が、母親や知人が村や町から面会に来ることはで
きる。

数週間の修業プロセスを終えると、少女たちは、
純潔を意味する「ホジョ（hojo）」という白い粘
土を顔や腕などに塗り、ソウェイやブンドゥー・
マスクを被ったメンバーなどに伴われ、ドラムの
演奏にあわせて行進をしながらブッシュから村に
もどり、チーフをはじめとする村人や知人に対し
てお披露目をする。そしてその後、少女たちがイ
ニシエーションを終えて成人したことをお祝いす
る宴が盛大に行われる[28 Too Many 2014: 21]。
これが、数週間にわたるブンドゥー結社のイニシ
エーションのおおまかな流れである。

(3)イニシエーションの経済学
ブンドゥー結社のイニシエーションを考える上

で看過できないのが、それに要する費用やそこか
らえられる収入といった経済的な側面であろう。

イニシエーションの費用は、地域、結社、修業内
容、期間、切除を受ける女性の年齢、一緒に切除
を受ける者の人数などによって異なる。また、そ
の金額は交渉によって決められるため、たとえ同
じ結社でイニシエーションを受ける場合であって
も、家族によって支払う代金は異なることがある。
さらに、富裕者として世間的に高く評価してほし
いとか、イニシエーション期間中に自分の娘を特
別扱いしてほしいとかと考える親は、付け届け的
な意味合いなどを込めて通常の金額よりも多くの
代金を支払う[Bosire 2012: 73]。したがって、イ
ニシエーション費用にはいわゆる「相場」という
ものはなく、日本円換算でいえばそれは、少女ひ
とり当たり数百円から数千円程度のこともあれば、
2 万円前後になってしまうこともあるという[28
Too Many 2014: 22]。そうした費用には、ソウェ
イへの謝礼のほか、少女たちや結社メンバーのイ
ニシエーション中の食費などが含まれる。さらに
家族は、こうした現金とは別に、自分自身の収入
や各地域の慣例などに従って、魚、肉、米、やし
油などの食材をブンドゥー結社に納めるのが一般
的である。

しかし、家族の経済的な負担は、そうしたブン
ドゥー結社に対して納める金品だけではない。

「サティアの物語」にもみられるとおり、親には、
イニシエーションを終えた娘のために、最新ファ
ッションのドレス、帽子、サングラス、財布、バ
ッグ、腕時計、アクセサリー、靴などを買い揃え
るという責任がある。数週間にわたる辛いイニシ
エーションをブッシュのなかで耐え抜いた娘に対
して、ぜひ「晴れ着」を着せてやりたいと思うの
は単に親心であるばかりか、そうすることこそが
しばしば親の当然の義務とみなされ、それができ
ないような親は人びとの笑い者にされてしまう、
と考えられている。さらに、サティアの母親のよ
うに、イニシエーションを終えた娘のために専用
の美容師やミュージシャンを雇ったり、自宅で数
日間にわたってパーティーを開いて来客に酒食を
饗したりするようなこともある。そうした経費の
一部は親類や知人からの祝儀によって賄われるが、
娘にイニシエーションを受けさせるための親の経
済的な負担はやはり相当程度重いものとなり、そ
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うした費用負担ができないために娘にイニシエー
ションを受けさせられない親もいるという。

他方、ブンドゥー結社のソウェイは、家族が支
払うイニシエーション費用のなかから謝礼という
形で自分の取り分を受け取る。ソウェイの女性は、
こうしたイニシエーションからえられる謝礼をそ
の主な現金収入源としている場合が少なくない。
ちなみにソウェイには、40代以上の中年から熟年、
そして老年の女性が多いが、シエラレオネの特に
農村部の場合、そうした中高年以上の女性たちが
現金収入をえられる術は限られており、ソウェイ
という仕事はそうした数少ない収入源のひとつと
なっている。

また、村のチーフもブンドゥー結社のイニシ
エーションから裨益する。ブンドゥー結社がイニ
シエーションを行うためには村周辺にブッシュを
確保しなければならないが、その使用許可を与え
るのがチーフである。チーフは、シエラレオネ農
村部においてはしばしば土地の管理者とみなされ
ており、ブンドゥー結社にブッシュの土地使用と
そこでのイニシエーションの実施を認める代わり
に、ソウェイから登録ライセンス料を定期的に徴
収する。また、チーフは、イニシエーションが実
施される毎に、「結婚料（marriage fee）」と呼ば
れる、日本円で少女ひとり当たり数百円程度の金
銭をソウェイ経由で受け取るのが一般的である
[Bosire 2012: 72]。

このほか、ブンドゥー結社のメンバーは、イニ
シエーション期間中はブッシュに頻繁に出入りを
して少女たちの教育訓練に関わるとともに、彼女
たちと一緒に食事を取る。また、村人も、イニシ
エーション明けの宴席などに招かれ、日頃なかな
か食することのできないような肉入りの食事を饗
されたりするのである。

ブンドゥー結社のイニシエーションがシエラレ
オネにおいて今日まで維持されてきた背景には、
それがもたらす祝祭的なムードや高揚感といった
文化的機能や女性の社会化といった社会的機能に
加えて、こうした経済的機能の存在が少なからず
影響してきたものと考えられる。

(4)「サティアの物語」の登場人物
本章では以上、ブンドゥー結社とそのイニシ

エーションについて概観してきたが、ここでは最
後に、次章の「サティアの物語」の登場人物につ
いて若干の補足的な説明をしておきたい。

次章には必ずしも明記されていないが、主人公
のサティアは、1967年にフリータウンのウィル
バーフォースという地区で生まれた。サティアが
生まれた当時、父親は国軍の教官、母親は保健
ワーカーだった。しかし、両親はサティアが生後
4 カ月のときに離婚してしまう。その後、母親は
シエラレオネ東部の町ケネマに転居したが、サテ
ィアはなんらかの理由で母親には引き取られず、
フリータウンに住む父親のもとで幼少期を過ごす。
そして、サティアが12歳のとき、「ブンドゥー結
社に入れるようになった」との知らせがケネマの
母親から届くのである。

ブンドゥー結社への入社の知らせを届けてくれ
たのは、サティアの姉ルキアティだった。サティ
アはルキアティのことが大好きだったが、同時に
姉に対するライバル意識も少なからず抱いていた。
ルキアティは、ブンドゥー結社に入社する前に、
すなわち成人女性になる前に男性と関係をもって
妊娠をしてしまっていた。そして、そのことを怒
った母親は、ケネマのブンドゥー結社で姉妹にイ
ニシエーションを一緒に受けさせるものの、姉よ
りも妹のサティアに先に FGM/C を受けさせるこ
とにした。サティアは、物語のなかで、自分が姉
よりも一足早く性器を切除されて女性になれると
いうこと、すなわち自分が今度は「姉」の立場に
なるということをとても喜んでいる。

そしてサティアは、雨季の 7 月にルキアティと
ともにフリータウンを発ってケネマに赴き、ビル
マ 2 という村の近くにあるブッシュのなかで 4 週
間にわたるイニシエーションを受ける。その際に
ふたりを受け入れてくれたのが、ママ・ナンデイ
というブンドゥー結社のソウェイと、ママ・クン
バという世話役の結社メンバーであった。このほ
かにも、次章の「サティアの物語」のなかには、
母方の祖母やおば、結社メンバーの女性たち、
チーフ、村人などが登場する。

それではいよいよ、「サティアの物語」を読ん
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でみることにしよう。

3 「サティアの物語」

ブンドゥー結社に入れるとの知らせが届く
サティアは12歳の少女だった。彼女は、シエラ

レオネの首都フリータウンにあるカトリック系の
中学校に通っていた。

それはちょうど雨季の 7 月のことで、学校はす
べて休暇に入ろうとしていた。サティアの姉ルキ
アティが東部の町ケネマからフリータウンに戻っ
てきた。家のみんながルキアティの帰宅を歓迎し
た。サティアは姉のことが大好きだったし、ケネ
マに行ってしまっていた姉に久しぶりに会えて、
ほんとうに幸せだった。

ルキアティは、もとはといえばフリータウンの
家から逃げ出したのだ。彼女は、父のいるフリー
タウンから、母が暮らすケネマへと逃げた。でも、
サティアはフリータウンの父のもとに留まってい
た。

その夜、ルキアティはケネマにいる母親からの
メッセージを知らせてくれた。「ルキアティとサ
ティアのふたりをブンドゥー結社に入れたい、と
お父さんに伝えておくれ」と母親に頼まれてきた、
とルキアティはサティアに打ち明けた。

サティアは、この母からのメッセージを聞いて、
とてもうれしくなった。なぜって、彼女はブンド
ゥー結社に入れることを長く心待ちにしていたの
だから。ブンドゥー結社はアフリカの文化であり、
アフリカのすべての少女と女性がそれを経験しな
ければいけない、とサティアは思っていた。だか
らサティアは入社の日が待ち遠しかったのだ。

姉からブンドゥー結社の話を聞いたサティアは、
急いで父のところに走って行って、母からのメッ
セージを伝えた。すると、父は微笑んでサティア
に尋ねた、「お前はブンドゥー結社のことが好き
かい？」。サティアは答えた、「ええ、もちろん
よ」。

父は、「お前をブンドゥー結社に入社させるこ
とをこれまでも考えていたけれど、まだ幼すぎる
んじゃないかなぁと思っていたんだよ」と言った。
そのときサティアは心のなかで思った、「私はも

う大きくなったのよ。それに、おじいちゃんは、
私が女性になるのを見届けられずに死んでしまっ
たじゃないの」。

サティアは、ブンドゥー結社に入れると聞いて
とてもうれしかったが、でも、ちょっぴり怖くも
あった。彼女は、すでにブンドゥー結社に入って
いたハワというともだちから、ブンドゥー結社の
儀式では、リーダーの女性がすべての少女たちの
クリトリスを切り取るということをすでに聞かさ
れていたからだ。

サティアは、自分のクリトリスを切り取られて
しまうことが怖かった。彼女は自分の寝室に入り、
鏡を使って自分のクリトリスをじっと眺めてみた。
サティアは、ブンドゥー結社に入れるという話を
聞いてからというもの、「クリトリスをカミソリ
でちょっとだけ切ってみようかしら？」と考える
ようになった。でも、結局、怖くてそれはできな
かった。

ブンドゥー結社に入るためケネマへ
間もなくサティアの母がケネマからフリータウ

ンにやってきた。母は、ルキアティとサティアを
ケネマでブンドゥー結社に入れるための手筈につ
いて祖母と話し合った。そして、母方の祖母が、
すべての親類に対して、サティアたちがイニシ
エーションを受けることになったと伝えると、親
類のある者はご祝儀を、ある者はお祝いの新品の
衣服をもってやってきた。

ある日曜日の朝、ルキアティとサティアは、バ
スでフリータウンを出発した。「もうすぐブンド
ゥー結社に入れるんだわ」、そう思うとサティア
は、うれしくて仕方がなかった。「その日がやっ
て来たら、私、きっと痛みに耐えてみせる」と彼
女は心のなかで誓った。「それに痛みなんて、や
がてなくなってしまうものよ」と彼女は自分に言
い聞かせた。

フリータウンからケネマまでは車で 1 日もかか
らなかった。正午頃にはマシアカ、午後 2 時には
ボーに着き、ケネマに到着したのは午後 4 時だっ
た。 2 時間ほど、サティアは姉と一緒にケネマの
バスターミナル周辺の繁華な一帯をウロウロして
から、母の待つサンボ・ストリートの家にタク
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シーで向かった。

イニシエーションの日
サティアの母は保健ワーカーだった。母は、ル

キアティとサティアをマーガレットという友人の
ところに連れて行き、ふたりにプロカイン（訳者
注：局所麻酔薬の一種）の注射を打ってもらった。

翌朝、母は米 6 カップを測り、サティアに対し
て、それを臼に入れてつき、粉にするようにと命
じた。サティアは重労働の家事には不慣れだった
が、米を臼でついて粉にした。そして、その米粉
を真新しいヒョウタンの容器に入れて白い布をか
ぶせ、母の寝室にそっと置いた。

午後 3 時頃、サティアの母方の祖母らがフリー
タウンからやって来た。午後 4 時、母がマーケッ
トから戻ってきた。彼女が乗ってきたタクシーは、
買った品物でいっぱいだった。そのなかには、新
鮮な魚 2 ケースのほか、綿製ガーゼ、ラッパ（訳
者注：西アフリカで女性が腰などに巻く布）、頭
の巻布、米などがあった。

午後 5 時、さらに多くの人びとが家にやってき
た。これをみた姉のルキアティは、興奮してとて
も喜んだ。でも、なぜかサティアは全然楽しくな
かった。彼女は泣き始めた。みんながサティアの
ことを心配し、母は「サティア、なぜ泣くの？」
と尋ねたが、彼女は自分でもなぜ泣いているのか
がよくわからなかった。そこで母は、サティアを
抱き、なぐさめながらこう言った、「サティア、
あなたが最初に割礼を受けるのよ。なぜかわか
る？お姉さんは、ブンドゥー結社に入る前に妊娠
をしてしまったから、その罰を受けなければいけ
ないの。だからあなたが最初に割礼を受けて女性
になり、そのあとでお姉さんが女性になるのよ」。
サティアは、自分が姉よりも先に女性になれると
聞かされてとてもうれしくなった。そして、どこ
からか勇気が湧いてきた。ルキアティとは違って
サティアはまだ処女だったし、そのことが母の何
よりの自慢だった。

午後 5 時半、みんなで家を出て、ある村に向か
った。サティアも人びとのなかにまぎれて歩いた。
一緒に歩いている祖母をみながら、サティアは、
自分がタブーを犯さず、処女のまま割礼を受けら

れることに言い知れぬ幸福感と満足感を抱いた。
人びとは、ビルマ 2 と呼ばれる村に着いた。村

人はサティアら一行を大歓迎してくれた。ブンド
ゥー結社のソウェイであるママ・ナンデイは、

「ルキアティとサティアが私のブンドゥー結社で
イニシエーションを受けてくれることになってと
てもうれしいわ」と言った。村のチーフらはどこ
からかやし酒をもってきてそれを地面に注ぎ、
コーラの実を神々と分かち合った。

「ルキアティは、ブンドゥー結社に入る前に処
女を失って家族に恥をかかせたから、その罰を受
けなければいけないんだわ。だから、私が彼女よ
りも先に割礼を受けて女性になるのよ。そうする
ことで次の人生では、私こそが「姉」になるんだ
わ」。サティアは、そんなことをずっと考えてい
た。

やがて、ルキアティとサティアは、ブンドゥー
結社の女性たちに伴われて村を出て、ブンド
ゥー・ブッシュと呼ばれる聖なる森のなかに入っ
ていった。途中でリーダーが立ち止り、森の神々
への祈禱を吟じると、他の女性たちもそれに応唱
し、また歩き始めた。

森のある場所まで来て、ルキアティとサティア
は服を脱ぐようにと言われた。ふたりが言われた
とおりに服を脱ぐと、若い女性がサティアの顔に
布を巻いて目隠しをした。しかし、目隠しの布か
ら外が透けてみえてしまっていたので、サティア
はこう言った、「ちゃんと目を隠してもらってい
ないから、外がみえちゃいます」。それを聞いた
結社メンバーの女性たちは大笑いをしたが、目隠
し布を交換してくれようとはしなかった。ルキア
ティも同じように目隠しをされたようだった。

目隠しこそされたものの外が透けてみえている
サティアの前に、背の高い細身の高齢の女性が現
われ、サティアに背を向けて言った、「私の背中
にお乗りなさい」。サティアが言うとおりにする
と、その老女は彼女を背負ったまま、森のなかの
ひんやりとする場所まで歩いていった。老女は、
そこでサティアをおろし、地面に敷いてある古い
マットに横たわるようにと言った。「もし、マッ
トの上に蟻さんが沢山いたら、嚙まれちゃうかも
しれない」とサティアが躊躇していると、どこか
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らともなく母が突然現われて、老女の言うとおり
に横になるようにと諭した。

フーディアという母方のおばもそばにいて、サ
ティアにこう尋ねた、「いままでに男性と関係を
もったことはある？」。サティアは微笑んで答え
た、「もちろんないわ、おばさん」。すると、おば
が続けた、「いい、これからちょっと調べてみる
から、静かに横になって両足を開いてみて」。サ
ティアが言われたとおりにすると、ほどなくして
激しい痛みが股間を走った。サティアがものすご
い悲鳴を上げたため、周囲にいた女性たちは急い
でブンドゥー・ドラムを激しく叩き、その叫び声
をかき消そうとした。

そのとき切られたのは、サティアのクリトリス
だった。血が傷口から流れた。老女はリント布製
のガーゼを傷口に押し当て、血が膣に流れ込まな
いようにしてくれた。

それからサティアは、女性たちに抱えられて古
いマットから隣の新しいマットへと移された。血
は傷口から流れ続け、脚やマットが血で染まった。
若い女性たちがそれをふき取りながら、サティア
の勇気を称えた。この間、ブンドゥー・ドラムは
鳴り続け、何人かの若い女性たちは上半身裸にな
って激しく踊り、ブンドゥー歌を歌い続けていた。

次いでルキアティも同じように割礼を受けたが、
彼女はクリトリスが切られると失神してしまった。
女性たちがあらかじめ薬草で作っておいた薬を彼
女に飲ませ、胸や頭を擦った。ある女性は、ルキ
アティの失神には、クリトリス切除を知った彼女
の夫の気持ちが表われていると言い、ほかの女性
たちは、ブンドゥーの悪霊のせいで彼女は失神し
たと語った。

ルキアティはサティアの座っているところまで
連れてこられ、ふたりは目隠しをはずされた。

すでに森は暗闇に包まれ始めていたので、ふた
りはブンドゥー・ハウスに行こうと言われた。ブ
ンドゥー・ハウスは、大きな円形をした建物だっ
た。床はセメントで作られ、屋根は草で覆われて
いた。なかには、多くのマットが敷かれ、寒さか
ら身を守るための厚布もあった。火も焚かれてい
た。壁にはブンドゥー・ドラムや漁網が掛けられ
ていた。

ある女性が、ルキアティとサティアのために粥
をもってきてくれたが、ふたりは傷口が痛くてと
ても食べられるような状態ではなかった。それで
もふたりは、割礼を受けられたことがとても幸せ
だった。その夜、ふたりはいつの間にか眠ってし
まった。

翌朝、チキンと米スープを朝食に出してもらっ
たが、ふたりは少ししか食べられなかった。出血
は止まっていなかった。その日は一日中、来客が
あった。町からともだちもやってきた。フリータ
ウンで生活してきたサテイアとちがって、ルキア
ティはしばらくケネマに住んでいたので、彼女に
はともだちが多くいた。そうしたともだちはルキ
アティとおしゃべりをしてプレゼントを渡したが、
サティアとはあまり話そうとはしなかった。こう
した来客がその後一週間あまり続いた。

2 週間目
サティアとルキアティは、イニシエーションの

2 週間目に入った。ふたりの面倒をみてくれたの
はママ・クンバという結社メンバーの女性であり、
ふたりは彼女から何曲かのブンドゥー歌を習った。
それ以来、ふたりは毎朝ブンドゥー歌を歌うよう
になった。そして、ソウェイ、世話役、ブンド
ゥーの神々などに歌を歌って挨拶をした。

毎日午後と夕方にも、ふたりはブンドゥーの
神々を喜ばせるために歌を歌った。ふたりは聖な
る森から出ることは許されなかった。彼女たちは
一日中、ブッシュのなかを歩き、夕方にはブンド
ゥー・ハウスに戻って寝た。

しばらくして、 3 人の少女がブンドゥー・ハウ
スにやってきた。これでイニシエーションを一緒
に受けるのは 5 名になった。

サティアの母は毎晩、仕事からの帰宅途中にふ
たりを訪ねてきた。その際に母もサティアたちに
ブンドゥー歌を何曲か教えてくれた。サティアは
とても歌が上手だった。フリータウンにいる頃、
サティアは家のそばにあるブンドゥー・ハウスか
ら聞こえる歌を覚えたことがある。彼女はその歌
が大好きで、自分のイニシエーション中に歌う番
が回ってくると、いつもその曲を歌った。そして、
ほかのイニシエーションを受けた少女たちもサテ
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ィアの歌声に耳を傾け、その歌がとても好きにな
り、サティアからそれを習った。

ブッシュのなかで暮らしている間、イニシエー
ションを受けた少女たちは家事の仕方を学んだ。
サティアは料理、身だしなみ、家の整理整頓の方
法を教わった。ルキアティは料理、自分自身の身
の回りの世話、避妊、家事全般について学んだ。
物の売り買い、裁縫、夫の世話の方法も教わった。

3 週間目に行われる手洗いの儀式
やがてブンドゥー・ブッシュでの生活も 3 週間

目になると、ソウェイによって「手洗いの儀式
（Wash Hands Ceremony）」が執り行われる。イ
ニシエーションを受けた少女たちはその後、ブン
ドゥー・ハウスを離れて村で日中を過ごすことが
できるようになる。イニシエーションを受けた少
女たちは、このときになってようやく男性と面会
することを許される。手洗いの儀式の日は、村の
チーフや年長者だけではなく町からも多くの人び
とが村にやってきてお祝いをする。ともだちや親
類がプレゼントをもって村にやってくる。チーフ
や年長者は、ポロ結社の階級に準じた伝統的衣装
を身につけて村の広場に集まる。若い男性も伝統
的衣装を着て、戦の歌、愛の歌、そして婚礼の歌
などを歌い、広場狭しと踊る。

手洗いの儀式の日の朝、サティアたちは、聖な
る森を流れる小川にまず連れて行かれた。澄んだ
冷たい水が流れる小川だ。結社の年長の女性が壺
のなかに水と薬草を入れて煮る。そして、それを
大きな盥に移し、そこに水を入れてぬるめのお湯
にした。

5 名の少女たちのなかで最初に割礼を受けたサ
ティアがまず、薬草入りの液体で満ちた盥に向か
って、ブンドゥーの神々への願い事を 3 つするよ
うにと言われた。サティアは、「第一に勉強がよ
くできますように、第二によい夫に恵まれますよ
うに、そして、第三に生涯に 5 人の子宝に恵まれ
ますように」と祈った。そして、ルキアティとほ
かの少女たちも同じように 3 つの願い事をそれぞ
れした。

その後、少女たちは薬草入りのぬるま湯のなか
に座るようにと言われた。そして老女が、伝統的

な黒石鹼、灰、サポ（訳者注：ヘチマの一種）で
彼女たちの身体を入念に洗った。それは厄払いの
ためだった。頭のてっぺんからつま先まで洗い、
薬草入りのぬるま湯で身体を洗い流した。そして
少女たちは、浄められた身体をタオルで拭くこと
なく、ホジョ（白い粘土）を全身に塗られ、ラッ
パの布を 2 つずつもらい、ひとつは腰、もうひと
つは胸に巻くようにと言われた。

その頃、ブッシュの別の場所では、料理の準備
が進められていた。結社メンバーの女性たちが、

「赤飯」と呼ばれる聖なる料理を作っていた。も
し、人びとのなかにいる妖術師がそれを誤って口
にしてしまうと、激しい腹痛が起こり、自分が妖
術師であると告白しないかぎり腹痛はけっして治
まらず、ついには死んでしまうこともあると信じ
られていた。

この赤飯には、魚、辛子、塩、マギー（訳者
注：西アフリカでもっとも一般的なスープ・ベー
ス）、異なる薬草などが混ぜられており、妖術師
ではない者が食した場合には腹痛を癒したり、妖
術を浄めたりする力があるとされていた。

全身にホジョを塗り、ラッパを腰と胸に巻いて
座らされていたサティアのもとに、大きな葉の上
にのせた赤飯が運ばれてきた。ソウェイは、「こ
れまでに行った悪事をなんでもよいのでその食事
に向かって話し、許しを乞うように」とサティア
に告げた。それからソウェイは、手で取った赤飯
をサティアの口に 3 回ほど入れて、「残りは自分
で食べなさい」と言った。ソウェイは同じことを
ルキアティやほかの少女たちにもした。少女たち
は、お腹がいっぱいになるまで食べた。

その頃、赤飯は村にいるチーフらにも振る舞わ
れていた。彼らはイニシエーションを受けた少女
たちのために祈り、ここまで儀式が守られたこと
をブンドゥーの神々に感謝した。また、赤飯は、
大きな葉に盛られて小川のそばの木の下に置かれ、
ブンドゥーの神々にも捧げられた。ブンドゥーの
神々は水のなかにいる「水の霊」だからだ。

午後 4 時、村ではドラムが鳴り始めた。イニシ
エーションを受けた少女たちが行進をしながら村
の広場へと入ってきた。白い服を着て、赤い布を
頭に巻いたソウェイが少女たちを村の広場まで導
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く。ドラムは鳴り続け、男女がそれに合わせて激
しく踊った。サティアを先頭に少女たちが村の広
場に入ると、彼女たちはチーフらに挨拶をし、そ
の後、一人ずつドラムのリズムに合わせて踊りを
披露した。

踊り終えた少女たちが新しいマットの上に座る
と、チーフらが彼女たちに助言を始めた。「勉強
と仕事に真面目に取り組みなさい。そして、なに
よりもよい伴侶を選びなさい」とチーフらは少女
たちに言った。儀式は午後 6 時まで続き、その後、
少女たちはブンドゥー・ハウスにもどった。

少女たちは、久しぶりにブッシュを出て村に行
くことができて、とてもうれしかった。その夜は
ぐっすりと眠ることができた。

翌朝、彼女たちはいつものようにブンドゥー歌
で神々を崇め称え、その後沐浴と食事をしてから、
親類に会うために町に出かけた。以来、サティア
は毎日のようにブッシュから町に出かけるように
なった。ある日、母が新しい靴を買ってくれると
いうので靴屋に連れて行ってもらった。しかし、
サティアの小さな足のサイズに合う靴がみつから
ず、母は学校用の黒いハイヒールを彼女のために
買うことにした。

こうしてサティアとルキアティはブンドゥー結
社で 3 週間を過ごした。そして、「子どもの祝い

（Child Cheers）」と呼ばれる次の儀式が始まるこ
とになった。それは、親たちが娘たちの勇気を称
えるという儀式だった。

4 週間目に行われる子どもの祝い
イニシエーションは 4 週目に入った。サティア

は、学校が始まるので、もうそろそろフリータウ
ンに戻らなければならなかった。

ある日の朝、サティアたちはいつものとおりブ
ンドゥーの神々を称える歌を歌い、小川に行って
沐浴をした。それから水を汲み、それを森の端ま
で持っていって、鍋やお皿を洗った。そして、薪
を割り、洗濯をした。雨季だったが、その日、雨
は降らなかった。

午後 4 時頃、母親たちやブンドゥー結社の女性
たちがブンドゥー・ハウスにやってきた。そして、
ドラムが鳴り始め、母親たちは娘たちと踊った。

サティアの母も彼女と一緒に踊った。そして、母
はサティアにノート、ボールペン、鉛筆をプレゼ
ントしてくれた。母は、姉のルキアティとも一緒
に踊り、やはりノート、ボールペン、鉛筆、そし
てナイロン製のバッグを贈った。母は手先が器用
で、ナイロンでバッグを編むことができた。

ルキアティには男性のともだちがいて、彼らも
来ていたので、ルキアティは彼らとも踊った。男
性のともだちは、ルキアティにお金や手紙を渡し
た。

その 2 日後、ブンドゥー結社のイニシエーショ
ンの終わりを告げる「招霊の儀（Soul Call Rite）」
という儀式が行われることになった。

招霊の儀の夜
その夜、ともだちや親類が村に三々五々集まっ

てきた。村の広場には焚火がたかれ、ドラムが鳴
り響き、人びとが踊った。

午後10時頃、ブンドゥー結社の若い女性たちが
少女たちに儀式を行う。少女たちは、ブッシュの
なかにあるブンドゥー・ハウスの外に一列に並ば
された。サティアが最初にハウスのなかに入るよ
うにと言われた。サティアが言われたとおりに内
部に入ろうとすると、入口の床の所に葉が敷かれ
ていた。結社メンバーの若い女性が、サティアの
右足と左足を 3 回ずつ拭いてくれた。それからそ
の女性は、「葉の上を前後に 3 往復飛び、 4 回目
に小屋のなかに入りなさい」とサティアに告げた。
サティアが言われたとおりに葉の上を 3 往復飛び、
4 回目にハウスのなかにはいると、内部で待って
いた若い女性たちが、白い布で巻かれた枝葉の束
で彼女の全身を擦った。ほどなくしてサティアは、
体中が傷だらけでヒリヒリと痛くなり始めた。ほ
かの少女たちも同じようにされ、身体が傷だらけ
になった。この儀式は、少女たちが歓迎されてい
ない場所に入ったり、敵の領域に入ったりするこ
とがないようにするためのものだった。

招霊の儀はその後徹夜で行われ、村では翌朝 6
時まで歌と踊りが続いた。

ブンドゥー結社での最後の日
ブンドゥー結社への加入儀式は全体で 4 週間か
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かった。少女たちは、早く町にもどりたくて仕方
がなかった。

ブンドゥー結社最後の日の早朝、少女たちは聖
なる森の小川に連れて行かれた。前日に雨が降ら
なかったので、森はそれほど涼しくはなく、小川
の水はとても澄んでいた。

サティアは、「ブンドゥー結社のイニシエーシ
ョンに耐えるために、私もほんとうによく頑張っ
たなぁ」と感じた。入社の前にともだちのハワか
ら、割礼前の少女は年長の女性たちにいじめられ
て鞭でよく叩かれる、と聞かされていた。だから
サティアは、ブンドゥー結社に入るときには、誰
に対しても失礼のないように接し、みんなを敬お
うと心に決めていた。そのおかげで、サティアは
年長の女性に鞭で叩かれずに済んだ。「もし、子
どもの祝いの儀式がケネマじゃなくてフリータウ
ンで行われていたら、きっとお父さんも私のこと
をほめてくれたに違いないわ」とサティアは思っ
た。そして、そう思うととてもうれしくなった。

結社メンバーの女性たちがハウスにやって来て、
サティアたちに別れを告げた。

面倒をみてくれたママ・クンバが火をおこし、
その上に壺を置いた。そして、薬草と水を壺のな
かに入れ、少女たちに髪をほどくようにと告げた。

壺のなかの水が煮立つまでの間に、少女たちは
自分の髪をほどいた。ママ・クンバは、地元の黒
石鹼、灰、イギリスの香り石鹼、そしてサポをも
ってきていた。彼女は、薬草を煮た液体を大きな
盥に注ぎ、いつものようにそれを水で薄めた。そ
れからまずサティアに向かって、その盥のぬるま
湯のなかに座ってしばらく浸かるようにと言った。
サティアが言われたとおりにすると、それからマ
マ・クンバは彼女を立ち上がらせ、彼女の股間に
顔を近づけて割礼の傷跡を確認した。「鏡を使っ
てこの傷跡を見てはいけないよ」とママ・クンバ
はサティアに忠告した。しかしサティアは、ちょ
っと怖いけれども、自分のクリトリスがどうなっ
ているのかを見たくて仕方なかった。

ママ・クンバは、サポを使いながら黒石鹼と灰
でサティアの全身をくまなく洗った。ママ・クン
バは、サティアに対して、「これまでにしてきた
すべての悪事を神々に告白しなさい」と言った。

また、「神々に願い事もしなさい」と言った。さ
らに彼女は、サティアを洗っている間、何か呪文
のようなものを口ずさんでいた。

次にママ・クンバは、サティアにイギリスの香
り石鹼を渡し、「小川に入って身体と髪を洗って
きなさい」と命じた。そして、願い事や悩みを
神々に伝え続けるようにとも言った。サティアは
言われたとおりにした。彼女はいつも学校の試験
のことを心配していたので、「どうか勉強がうま
くいきますように」と祈った。

ルキアティとほかの少女たちも同じように身体
を洗ってもらった。それからママ・クンバは少女
たちを小川からブンドゥー・ハウスにまで連れて
行き、そこで親が迎えに来て服を着せてくれるま
で待つようにと言った。

正午頃、大きな音が外から聞こえてきたので、
少女たちがハウスの外に飛び出してみると、 3 人
の少女たちの親のグループだった。人びとはみな
踊っていた。午後 2 時頃になって、外からまた物
音が聞こえてきた。今度はルキアティとサティア
の親類のグループだった。サティアは大笑いし、
ルキアティも喜び踊った。

サティアのグループは、ジャズ音楽のミュージ
シャンを引き連れてやってきた。でも、音楽はサ
ティアの関心事ではなかった。サティアは、新し
い服と靴を早く身につけたくて仕方なかった。母
は、グリーンのスーツケースを携えてやって来た。
若い美容師も一緒だった。その女性は、マミー・
ジャジュアという、ケネマの町でも一番の腕前と
いわれる美容師だった。マミー・ジャジュアはサ
ティアの髪を梳いて長く伸ばし、ホットカールを
してくれた。ルキアティもカールをしてもらった。

母が持ってきたグリーンのスーツケースのなか
には、新しい衣服、靴、アクセサリー、口紅、財
布、化粧品などが沢山入っていた。それを見たサ
ティアとルキアティは微笑んだ。

サティアは、母からブラウンのブラジャーを手
渡された。彼女はまだブラジャーを着けたことが
なかった。「私はもう女性なんだわ。だからブラ
ジャーを着けるのよ」とサティアは思った。また、
ブラックのスリップを着て、さらに青いシルクの
ガウンを身にまとった。こうなると、あとは足の
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爪の手入れをして、ブラックのハイヒールを履く
のが待ち遠しくてならなかった。

大喜びするサティアを見て、みんな大笑いした。
母は、サティアに金色の首飾りとイヤリングをく
れた。また、白い革製ベルトの腕時計もくれた。
ルキアティも母から服をもらい、白いハイヒール
のサンダルを履いた。ふたりは口紅とアイブロー
もつけてもらった。

驚いたことに、ルキアティとサティアの身だし
なみが整うとすぐに、仮面をつけたふたりのダン
サーがどこからともなく現われた。それを見た人
びとは大喜びをした。ダンサーはサティアとルキ
アティの周りを激しく踊った。

午後 4 時頃、イニシエーションを受けた少女た
ち全員が村のチーフのもとに集まった。そして少
女たちはチーフの前に整列し、ソウェイのママ・
ナンデイがチーフに対して加入儀式の終了を報告
した。するとチーフは、神々のために地面に酒を
注ぎ、少女たちに軽く水をふりかけた。これに対
して親たちは、チーフ、村人、ソウェイ、その他
の結社メンバーなどにお礼を言った。特に、サテ
ィアの母は、「世話役のママ・クンバには娘たち
が何から何まで大変お世話になりました」と言い、
ラッパ、米半袋、謝礼を贈った。

午後 5 時頃、少女たちと迎えの人びとは、ケネ
マの飛行場に向かって歩き始めた。すると驚いた
ことに、そこには 2 台のタクシーがルキアティと
サティアの一行を待っていた。ほかの 3 人の少女
たちの親はタクシーまでは準備していなかったの
で、サティアの母は自分が用意した 2 台のタク
シーのうちの 1 台を彼女たちに譲ってあげた。

ジャズ・バンドが演奏を始め、人びとは踊り始
めた。イニシエーションを受けた少女たちはタク
シーに分乗した。サティアとルキアティのふたり
は新しい赤いタクシーに、ほかの 3 人の少女たち
はちょっぴり古い青いタクシーに乗った。そして、
飛行場を通ってハンガ・ロードに入り、コロマ・
ストリートからサンボ・ストリートへと向かった。

サティアたちのタクシーが先頭を行き、次にジ
ャズ・バンドを乗せた車両が続き、最後は 3 名の
少女たちが乗ったタクシーだった。サンボ・スト
リートとコロマ・ストリートの交差点で、 3 名の

少女たちのタクシーはジャネ・ストリートの方向
へと向かい、サティアらのタクシーはサンボ・ス
トリートへと入った。

ケネマの家、そしてフリータウンへ
サンボ・ストリートの家に 4 週間ぶりにもどる

と、そこには大勢の人びとがふたりの帰りを待っ
ていた。別のバンドが家にはいたので、ブッシュ
から同行してきたジャズ・バンドは演奏をやめた。
ルキアティとサティアは家の前でタクシーから降
り、ベランダに入った。そこには、カーペットが
敷かれ、美しい布で覆われた椅子が 2 脚置かれて
いた。

サティアとルキアティは椅子のそばに立ち、一
緒についてきたソウェイのママ・マンデイが彼女
たちの足に触れ、何かの呪文を唱えてから、座る
ようにと言った。

サティアは幸せだった。カメラマンが写真を何
枚か撮影してくれた。それから、ご飯のお皿とス
ター・ビールが運ばれてきた。サティアはご飯を
食べ、ビールを飲んだ。

ともだちがベランダに来て、お祝いを述べ、お
金を置いていった。ルキアティはサティアよりも
お金を多くもらった。サティアにはケネマにほと
んどともだちがいなかったからだ。ルキアティに
はともだちが沢山いた。夜になり、サティアとル
キアティは、母の寝室のベッドでぐっすりと眠っ
た。

翌朝、サティアとルキアティは朝のお祈りをし、
入浴し、別の新しい服を着た。こうして続く 3 日
間、ふたりはベランダの椅子に座り、次から次に
やってくる来客に挨拶をして過ごした。ともだち
や親類は、ふたりに挨拶をしてはお金を置いてい
った。

3 日後、サティアはケネマを発ち、フリータウ
ンにもどっていった。

むすびに代えて

サティアがブンドゥー結社のイニシエーション
を受けたのは、彼女がちょうど12歳のときであっ
たというから、それは1979年か1980年頃のことで

シエラレオネの女性性器切除とブンドゥー結社（落合) 133



あったと思われる。当時のシエラレオネでは、適
齢期の少女がブンドゥー結社のイニシエーション
を受け、そのプロセスのなかで性器を切除される
というのは、ごく自然なことであった。たとえば、
前述の図 4 でいえば、サティアは「45-49歳」の
年代に属するが、その年代のシエラレオネ人女性
の FGM/C 実施率は実に 97.8% に及ぶ。したがっ
て、サティアには、ブンドゥー結社のイニシエー
ションを受けるか受けないかという選択肢は、も
ともとほとんど存在しなかった。前章にあるとお
り、12歳のサティアにとっての関心事とは、イニ
シエーションを受けるか否かではなく、それを一
体いつ受け（られ）るのかという点にこそあった。
そして、ブンドゥー結社に入れるとの知らせを母
親から受け取ったサティアは、待ちわびていた機
会がようやく到来したことを知り、大いに喜ぶ。
もちろん、クリトリス切除への恐怖やブンドゥー
結社内でのいじめへの不安はあった。しかし、そ
れでもサティアの場合には、イニシエーションを
めぐる不安や恐怖心よりも、むしろそれを受けら
れることへの喜びの方がはるかに勝っていたよう
にみえる。そして、前章の物語では、そうした

「喜び」を基調とする、ブンドゥー結社のイニシ
エーションに対するサティアの総じて肯定的な眼
差しともいうべきものが随所に感じ取れる。

FGM/C は今日、少なくとも国際社会のレベル
では、女性への暴力や人権侵害とみなされ、その
廃絶が強く謳われている。また、FGM/C 反対論
者のなかには、性器切除とイニシエーションを切
り分け、後者を文化社会的な価値をもつものとし
て肯定あるいは尊重する一方、前者のみを女性へ
の人権侵害として否定しようとする向きもある。
しかし、「サティアの物語」を読んでいると、
FGM/C はたしかに苦痛と恐怖、そして、ときに
重大な保健上のリスクを伴うが、少なくとも彼女
と同世代のシエラレオネ人女性にとってそれは女
性の人権侵害などではなく、むしろそれを受けら
れないようなことがあれば、そのことこそが逆に

「人権侵害」とさえいえてしまえそうな、今日の
国際社会レベルの常識からみるとやや倒錯した心
証さえ覚える。シエラレオネの FGM/C 問題を考
える際には、国際社会レベルで語られる「普遍

的」な言説に加え、サティアのようなひとりのシ
エラレオネ人女性の声にも虚心坦懐に耳を傾ける
ことが、その眼差しの相対化という意味では有用
であるのかもしれない。

付記
本研究は JSPS 科研費23401017の助成を受けたもので

ある。

注
1 ）女性性器切除は、かつて「女性割礼（female cir-
cumcision: FC）」と呼ばれていた。しかし、circum-
cision（割礼）という表現を用いてしまうと、性器切
除のあり方や施術後の影響が男性割礼とまったく異
なるにもかかわらず、それに類似の営為であると誤
解されかねないこともあって、1970年代後半からは

「女性性器切除（female genital mutilation: FGM）」と
いう表現が国際社会で広く用いられるようになった。
さらに、1990年代後半以降になると、mutilation（切
除）という表現が実際の施術のあり方を必ずしも適
切に反映しておらず、また、ネガティブな意味合い
をもちすぎているとして、より価値中立的な cutting

（切除）という表現を用いた “female genital cutting
(FGC)” あるいは “female genital mutilation/cutting
(FGM/C)” という名称が一部の国際機関などで使用
されるようになっている。ちなみに略称でいえば、
国際機関では、世界保健機関（WHO）が FGM を用
いているのに対して、国連児童基金（UNICEF）や
国連人口基金（UNFPA）の文書では FGM/C が使用
されており[WHO 2008: 22]、本稿ではとりあえず後
者の表現を用いることとする。

2 ）シエラレオネにおけるブンドゥー結社と女性性器
切除に関しては、日本語ではすでに内海[2003: 13-
29]の著作がある。

3 ）これまでの FGM/C 廃絶運動と FGM/C 研究史に
ついては、たとえば富永[2004]に詳しい。

4 ）シエラレオネでは2015年に MICS が実施される予
定だが、たとえ同調査が実施されたとしても、その
最終報告書が公表されるのは2016年になる見込みで
ある。なお、本稿では以下、たとえば2010年にシエ
ラレオネで実施された MICS については「2010
SLMICS」、2013年に同国で実施された DHS につい
ては「2013 SLDHS」といった形で略記する。この場
合の「2010」や「2013」といった数字は、「調査報告
書の発行年」ではなく「調査自体の実施年」である
ので注意されたい。

5 ）“Sierra Leone: The Political Battle on FGM/C,”
IRIN (http://www.irinnews.org/ 2015年 2 月13日ア
クセス).

6 ）“Ebola Fears Bring Female Genital Mutilation to
near Halt in Sierra Leone,” Al Jazeera America (http:
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//america. aljazeera. com/ 2015年 2 月13日アクセ
ス).

7 ）ポロ結社やサンデ結社の詳細については、たとえ
ば Little[1967]、真島[1997]、Fanthorpe[2007]など
を参照されたい。

8 ）ブンドゥー結社長は一般にソウェイと呼称される
が、そのほかにも、たとえばテムネ語ではディバ

（Digba）、メンデ語ではマジョ（Majo）などと呼ば
れている[Bjälkander et al. 2012a: 121]。
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